
「老後 に向けて、もう少し準備をしておきた

い」老iDeCoが変わると聞いたけれど、自分にも

関係があるの？」と感じている方も多いのでは

ないでしょうか。 

2026年 12月 1日、後 の資金づくりを支え

る老iDeCo「イデコ）」」の制度改正が予定されて

います。大きなポデントは、積み立てられる金

額の上限と、加入できる年齢の見直しです。今回

は、私たちの暮らしに関わる変更点と、活用す

る前に確認しておきたいことをご紹介します。  

そもそも、iDeCoってどんな制度？ 

iDeCoは、公的年金に上乗せする資金を、自

分で積み立て、運用する私的年金制度です。 

掛金の全額が所得控除の対象となり、所得税・

住民税の負担軽減につながるほか、運用益にも

税制上の優遇があります。ただし、税負担がど

れくらい軽くなるかは、ご自身の所得などによ

って異なります。課税所得がない場合、掛金に

よる所得控除のメリットはありません。 

将来のために積み立てながら、今の税負担も

軽減できることが、iDeCoの特徴の一つです。 

積み立てられる金額が増えます 

今回の改正では、会社員や公務員などの掛金

の上限が、企業年金と共通の枠で月額 6万 2,000

円になります。 

 勤務先に企業年金がない会社員の場合、

iDeCoの上限は月額2万3,000円から6万2,000

円へ引き上げられます。一方、企業年金がある

方は、6 万 2,000 円からその掛金などを差し引

いた金額が iDeCoの上限となります。 

例えば、勤務先の企業型 DCの事業主掛金が

月額 2万円で、ほかに企業年金がない場合、改

正 の iDeCoの上限は老6万 2,000円－2万円

＝4万 2,000円」です。 

老誰でも iDeCo だけで月 6 万 2,000 円まで

積み立てられる」というわけではありません。

まずは勤務先の年金制度と、ご自身に適用され

る上限を確認してみましょう。 

70 歳未満まで、積み立てを続けられ

る方が広がります 

もう一つの変更点は、加入できる年齢です。

これまで原則 65 歳未満だった対象が、一定の

条件を満たす 70歳未満の方まで広がります。 

新たに対象となるのは、国民年金の被保険者

ではない 60歳以上 70歳未満の方で、iDeCoの

加入者、掛金を止めて運用だけを続けている方、

企業年金の資産を iDeCoに移す方などです。後

齢基礎年金や iDeCo の後齢給付金を受け取っ

ていないこと、企業型DCのマッチング拠出を

行っていないことなどが条件となります。 

また、施行から 3年間は、こうした加入・運

用・資産移換の経歴がない方にも、ほかの条件

を満たせば加入できる経過措置が設けられます。 

60 歳以降も後 の資金づくりを続けたい方

にとって、選択肢が広がる改正です。年金の受

け取り方とも関係するため、加入できるかを個

別に確認すると安心です。 

上限が増えたら、掛金も増やした方が

いい？ 

積み立てられる枠が広がっても、上限いっぱ

いまで掛金を増やす必要はありません。教育費

や住宅ローン、急な出費への備えなど、今の暮

らしとのバランスが大切です。 

iDeCo は、原則として 60 歳まで資金を引き

出せません。受け取りを始められる年齢は加入

期間などによって異なり、選ぶ運用商品によっ

ては元本を下回る可能性もあります。手数料も

かかるため、無理なく続けられる金額を考えま

しょう。 

また、上限の引き上げに合わせて掛金を増や

したい場合は、変更手続きが必要です。新しい

上限は 2026 年 12 月分、口座引き落としでは

2027年 1月分から適用されます。利用している

金融機関の案内で、受付時期や必要書類を確認

しておきましょう。 

これからの暮らしに合う備えを 

今回の改正は、将来に向けた資金計画を見直

す良いきっかけです。まずは老自分はいくらま

で積み立てられるのか」老毎月いくらなら続けら

れるのか」を確認することから始めてみてはい

かがでしょうか。 

福利厚生制度の相談窓口では、iDeCoの制度

についての情報提供や、後 に向けた資金計画

のご相談も承ります。老わが家の場合はどうすれ

ば？」と感じたときは、専任）ンサルタントが

状況に応じてご案内いたしますので、お気軽に

ご相談ください。 

2026年12月、iDeCoはどう変わる？ 

2026 年 10月発行 

※2026年 9月 30日時点の公表情報に基づいて作成しています。 
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